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【
執
筆
者
の
紹
介
】 

大
正
十
二
年
三
月
二
十
五
日 

三
重
県
三
重
郡
常
磐
村
大 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

字
松
本
に
て
出
生 

昭
和
十
年
三
月 

 
 

 
 

 

常
磐
尋
常
高
等
小
学
校
卒 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

業 

昭
和
十
五
年
三
月 

 
 

 
 

三
重
県
立
四
日
市
商
業
学 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

校
卒
業 

昭
和
十
五
年
四
月 

 
 

 
 

株
式
会
社
日
立
製
作
所
入 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

社 

昭
和
十
九
年
二
月 

 
 

 
 

現
役
兵
と
し
て
工
兵
五
十 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

三
連
帯
に
入
営
（
京
都
伏 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

見
工
兵
隊
） 

昭
和
十
九
年
十
月 

 
 

 
 

参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

転
属 

昭
和
二
十
年
五
月 

 
 

 
 

関
東
軍
陸
地
測
量
部
に
転 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

属 

昭
和
二
十
年
八
月 

 
 

 
 

満
州
・
通
化
に
て
終
戦
シ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

ベ
リ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

に
抑
留
さ
れ
る 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
水
道
管
敷
設
・
建
築
工 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

事
・
煉
瓦
工
場
・
石
炭
露 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

天
掘
り
等
） 

昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日 

 

舞
鶴
港
に
帰
国
復
員
（
山 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

澄
丸
） 

三
日
、
京
都
駅
で
父
、
妹
、

小
学
校
の
同
級
生
が
出
迎 

四
日
市
諏
訪
駅
で
郷
里
の

方
々
の
出
迎
（
入
営
前
の

勤
務
先
日
立
製
作
所
に
連

絡
、
自
宅
待
機
） 

昭
和
二
十
五
年
四
月 

 
 
 

日
立
製
作
所
に
復
職
（
大 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

量
の
人
員
整
理
中
の
採
用 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

に
感
謝
） 

昭
和
二
十
六
年
九
月 

 
 

 

独
立
創
業
を
志
し
て
退
社
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

化
学
薬
品
売
買
業
を
開
業 

そ
の
後
法
人
化
（
株
式
会

社
中
部
化
成
）
し
て
今
日

に
到
る 
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー 

（
三
重
県 

 

林 

英
夫
） 

永
恨
の
爪
跡
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
四
カ
年 

滋
賀
県 

 

重 

田 

良 

三 
 

 

  
 

一 

私
の
軍
歴 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
八
月 

徴
兵
検
査
第
一
乙 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

種
合
格 

昭
和
十
九
年
一
月
十
日 

福
井
県
丹
生
郡
立
待
村
中
部 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

三
十
六
部
隊
入
隊 

昭
和
十
九
年
二
月 

 
 

ソ
連
国
境
近
い
満
州
国
密
山 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

迫
撃
砲
大
隊
に
転
属 

一
期 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

の
検
閲
終
了
後
、
隊
長
の
奨 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

め
で
憲
兵
の
試
験
を
受
け
採 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

用
さ
れ
、
十
九
年
三
月
、
新 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

京
に
あ
る
関
東
憲
兵
教
習
隊 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

に
入
隊
。
六
カ
月
の
教
育
終 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

了
、
任
憲
兵
兵
長 

昭
和
十
九
年
十
一
月 

 

満
州
奉
天
城
内
憲
兵
隊
に
配 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

属
、
満
州
人
の
住
む
奉
天
城 
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内
に
勤
務 

昭
和
二
十
年
三
月 

 
 

憲
兵
隊
が
関
東
軍
特
別
警
備 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

隊
に
名
称
変
更
に
な
る 

昭
和
二
十
年
八
月 

 
 

終
戦
、
武
装
解
除
、
解
散 

 
 

二 

ソ
連
侵
攻
ま
で
の
関
東
軍
、
満
州
の
状
況 

そ
の
後
南
方
戦
線
の
戦
火
は
拡
大
し
、
関
東
軍
の
主
力

は
動
員
さ
れ
、
そ
の
補
充
に
満
州
に
あ
る
邦
人
十
五
万
人

が
現
地
召
集
を
受
け
て
、
そ
の
兵
力
は
七
十
万
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

三 

ソ
連
侵
攻
、
終
戦
武
装
解
除 

折
か
ら
ソ
連
は
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
五
カ
年
間
有
効

の
日
ソ
中
立
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
、
昭
和
二
十
年
五

月
、
独
ソ
戦
で
ド
イ
ツ
が
崩
壊
し
た
後
は
兵
力
を
ほ
と
ん

ど
ソ
満
国
境
に
集
結
し
、
そ
の
兵
力
は
実
に
百
七
十
万
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、

広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
そ
の
日
、
ソ
満
国
境
全

体
に
侵
攻
し
て
き
ま
し
た
。 

「
追
伸
、
戦
争
中
満
州
は
空
襲
も
一
回
（
ア
メ
リ
カ
側
、

重
慶
か
ら
）
き
り
で
、
物
資
も
豊
富
だ
っ
た
の
で
、
抑
留

者
を
送
る
前
に
ほ
と
ん
ど
の
物
資
を
ソ
連
本
土
に
運
び
去

り
ま
し
た
」 

侵
攻
後
一
週
間
、
一
方
的
な
戦
い
に
本
土
か
ら
孤
立
し

た
百
五
十
五
万
人
の
在
留
邦
人
と
七
十
万
人
の
関
東
軍
将

兵
は
、
無
謀
な
る
ソ
連
の
行
動
下
に
さ
ら
さ
れ
、
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
の
詔
勅
に
よ
り
軍
隊
は
武
装
解

除
さ
れ
、
無
念
の
涙
を
の
ん
だ
の
で
し
た
。
私
は
勤
務
が

満
州
で
は
国
境
遠
く
の
南
方
の
奉
天
（
瀋
陽
）
で
し
た
の

で
侵
攻
後
も
直
接
戦
火
を
交
え
る
事
も
な
く
、
関
東
軍
特

別
警
備
隊
と
し
て
特
別
な
任
務
中
、
命
令
に
よ
り
武
装
解

除
を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

四 

終
戦
後
奉
天
の
混
乱 

そ
の
こ
ろ
は
既
に
奉
天
の
治
安
は
乱
れ
、
数
日
後
南
下

し
て
来
た
ソ
連
軍
に
加
え
、
中
国
毛
沢
東
派
の
八
路
軍
（
共

産
系
）
と
、
蔣
介
石
派
の
国
民
党
軍
と
、
一
部
中
国
人
の

不
穏
分
子
に
よ
る
暴
動
、
掠
奪
、
放
火
、
婦
女
子
暴
行
等

の
、
ま
さ
に
こ
の
世
の
生
き
地
獄
の
様
相
で
し
た
。
特
に

満
蒙
開
拓
義
勇
軍
の
妻
達
が
顔
に
鍋
墨
を
塗
り
、
頭
は
断

髪
丸
坊
主
に
し
、
幼
い
児
を
背
に
泣
き
叫
ぶ
姿
が
今
も
眼
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の
前
に
ち
ら
つ
き
ま
す
。 

 
 

五 

ス
タ
ー
リ
ン
の
策
謀 

終
戦
後
、
い
ち
早
く
ス
タ
ー
リ
ン
は
日
本
の
降
伏
条
件

と
し
て
北
方
領
土
と
北
海
道
の
留
萌
と
釧
路
を
結
ぶ
線

（
北
海
道
の
北
半
分
）
を
ソ
連
の
占
領
地
域
に
加
え
る
要

求
が
、
北
方
領
土
と
樺
太
と
い
う
事
に
な
り
。
北
海
道
に

つ
い
て
は
ト
ル
ー
マ
ン
の
反
対
に
合
い
、
そ
の
見
返
り
と

し
て
一
転
し
て
日
本
軍
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
命
令
を
極
東

軍
司
令
官
に
出
し
た
の
で
す
。
結
果
、
残
留
し
た
将
兵
の

大
部
分
と
、
そ
の
他
一
般
邦
人
を
含
む
約
五
十
七
万
五
千

人
が
抑
留
の
運
命
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

六 

私
の
奉
天
で
の
行
動
、
逮
捕
入
ソ
ま
で 

奉
天
に
侵
攻
し
て
来
た
ソ
連
軍
は
中
国
人
を
利
用
し
て

懸
賞
金
付
き
で
元
日
本
軍
の
憲
兵
、
満
州
国
の
高
官
探
し

に
躍
起
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
憲
兵
隊
勤
務
当
時
、

親
し
く
し
て
頂
い
た
熊
本
県
出
身
の
上
田
さ
ん
宅
に
仮
名

の
住
民
票
を
と
り
、
密
か
に
内
地
引
き
揚
げ
の
機
会
を
待

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
巷
で
は
蔣
介
石
派
の
国
民
党
軍
が

元
日
本
軍
人
を
傭
兵
と
し
て
集
め
て
い
る
事
を
聞
き
、
某

日
散
ら
ば
っ
た
元
同
僚
と
連
絡
を
と
り
、
あ
る
喫
茶
店
の

二
階
で
密
議
中
を
ソ
連
兵
に
踏
み
込
ま
れ
、
奉
天
の
第
二

監
獄
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
同
僚
と
は
別
々
に
拷
問
と
厳

し
い
取
り
調
べ
を
受
け
た
結
果
、
ソ
連
に
対
し
て
は
敵
性

派
の
蔣
介
石
の
国
民
党
軍
に
参
加
を
企
て
た
罪
状
あ
り
と

し
て
、
前
憲
兵
の
身
分
は
分
か
ら
ぬ
ま
ま
同
僚
と
離
し
て
、

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
約
三
日
後
、
先
に
武
装
解
除
さ
れ
て

拉
致
さ
れ
た
元
軍
人
の
一
部
と
満
州
国
元
警
察
官
、
上
級

官
吏
、
日
本
軍
憲
兵
（
身
分
の
判
明
し
た
も
の
）
そ
れ
に

満
州
ゴ
ロ
と
称
す
る
暴
力
団
系
の
邦
人
で
編
成
さ
れ
た
約

二
千
人
の
拉
致
部
隊
に
編
成
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
一
月

十
二
日
、
ソ
連
送
り
の
車
上
の
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

七 

満
州
を
北
上
、
国
境
を
越
え
チ
タ
の
収
容
所
へ 

そ
の
後
、
列
車
は
満
州
里
を
越
え
ソ
連
領
へ
、
車
中
は

一
車
両
の
中
心
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
き
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で
仕

切
ら
れ
た
両
側
に
三
十
人
あ
て
ぐ
ら
い
六
十
人
ほ
ど
、
後

の
者
の
膝
の
上
に
前
の
者
の
尻
を
置
き
、
自
由
に
動
け
な

い
様
（
逃
亡
防
止
の
た
め
）
両
便
の
際
に
は
、
手
を
挙
げ

て
監
視
兵
の
指
示
に
よ
り
車
両
の
両
側
片
隅
に
あ
る
ビ
ー
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内
に
勤
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和
二
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憲
兵
隊
が
関
東
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特
別
警
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隊
に
名
称
変
更
に
な
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昭
和
二
十
年
八
月 

 
 

終
戦
、
武
装
解
除
、
解
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ソ
連
侵
攻
ま
で
の
関
東
軍
、
満
州
の
状
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そ
の
後
南
方
戦
線
の
戦
火
は
拡
大
し
、
関
東
軍
の
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力
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動
員
さ
れ
、
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補
充
に
満
州
に
あ
る
邦
人
十
五
万
人

が
現
地
召
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を
受
け
て
、
そ
の
兵
力
は
七
十
万
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
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ソ
連
侵
攻
、
終
戦
武
装
解
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折
か
ら
ソ
連
は
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
五
カ
年
間
有
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の
日
ソ
中
立
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
、
昭
和
二
十
年
五

月
、
独
ソ
戦
で
ド
イ
ツ
が
崩
壊
し
た
後
は
兵
力
を
ほ
と
ん

ど
ソ
満
国
境
に
集
結
し
、
そ
の
兵
力
は
実
に
百
七
十
万
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、

広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
そ
の
日
、
ソ
満
国
境
全

体
に
侵
攻
し
て
き
ま
し
た
。 

「
追
伸
、
戦
争
中
満
州
は
空
襲
も
一
回
（
ア
メ
リ
カ
側
、

重
慶
か
ら
）
き
り
で
、
物
資
も
豊
富
だ
っ
た
の
で
、
抑
留

者
を
送
る
前
に
ほ
と
ん
ど
の
物
資
を
ソ
連
本
土
に
運
び
去

り
ま
し
た
」 

侵
攻
後
一
週
間
、
一
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的
な
戦
い
に
本
土
か
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孤
立
し

た
百
五
十
五
万
人
の
在
留
邦
人
と
七
十
万
人
の
関
東
軍
将

兵
は
、
無
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な
る
ソ
連
の
行
動
下
に
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ら
さ
れ
、
昭
和
二

十
年
八
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十
五
日
、
終
戦
の
詔
勅
に
よ
り
軍
隊
は
武
装
解

除
さ
れ
、
無
念
の
涙
を
の
ん
だ
の
で
し
た
。
私
は
勤
務
が

満
州
で
は
国
境
遠
く
の
南
方
の
奉
天
（
瀋
陽
）
で
し
た
の

で
侵
攻
後
も
直
接
戦
火
を
交
え
る
事
も
な
く
、
関
東
軍
特

別
警
備
隊
と
し
て
特
別
な
任
務
中
、
命
令
に
よ
り
武
装
解

除
を
受
け
ま
し
た
。 
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終
戦
後
奉
天
の
混
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そ
の
こ
ろ
は
既
に
奉
天
の
治
安
は
乱
れ
、
数
日
後
南
下

し
て
来
た
ソ
連
軍
に
加
え
、
中
国
毛
沢
東
派
の
八
路
軍
（
共

産
系
）
と
、
蔣
介
石
派
の
国
民
党
軍
と
、
一
部
中
国
人
の

不
穏
分
子
に
よ
る
暴
動
、
掠
奪
、
放
火
、
婦
女
子
暴
行
等

の
、
ま
さ
に
こ
の
世
の
生
き
地
獄
の
様
相
で
し
た
。
特
に

満
蒙
開
拓
義
勇
軍
の
妻
達
が
顔
に
鍋
墨
を
塗
り
、
頭
は
断

髪
丸
坊
主
に
し
、
幼
い
児
を
背
に
泣
き
叫
ぶ
姿
が
今
も
眼
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の
前
に
ち
ら
つ
き
ま
す
。 
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ス
タ
ー
リ
ン
の
策
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終
戦
後
、
い
ち
早
く
ス
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ー
リ
ン
は
日
本
の
降
伏
条
件

と
し
て
北
方
領
土
と
北
海
道
の
留
萌
と
釧
路
を
結
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線

（
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海
道
の
北
半
分
）
を
ソ
連
の
占
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地
域
に
加
え
る
要

求
が
、
北
方
領
土
と
樺
太
と
い
う
事
に
な
り
。
北
海
道
に

つ
い
て
は
ト
ル
ー
マ
ン
の
反
対
に
合
い
、
そ
の
見
返
り
と

し
て
一
転
し
て
日
本
軍
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
命
令
を
極
東

軍
司
令
官
に
出
し
た
の
で
す
。
結
果
、
残
留
し
た
将
兵
の

大
部
分
と
、
そ
の
他
一
般
邦
人
を
含
む
約
五
十
七
万
五
千

人
が
抑
留
の
運
命
と
な
り
ま
し
た
。 
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私
の
奉
天
で
の
行
動
、
逮
捕
入
ソ
ま
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奉
天
に
侵
攻
し
て
来
た
ソ
連
軍
は
中
国
人
を
利
用
し
て

懸
賞
金
付
き
で
元
日
本
軍
の
憲
兵
、
満
州
国
の
高
官
探
し

に
躍
起
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
憲
兵
隊
勤
務
当
時
、

親
し
く
し
て
頂
い
た
熊
本
県
出
身
の
上
田
さ
ん
宅
に
仮
名

の
住
民
票
を
と
り
、
密
か
に
内
地
引
き
揚
げ
の
機
会
を
待

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
巷
で
は
蔣
介
石
派
の
国
民
党
軍
が

元
日
本
軍
人
を
傭
兵
と
し
て
集
め
て
い
る
事
を
聞
き
、
某

日
散
ら
ば
っ
た
元
同
僚
と
連
絡
を
と
り
、
あ
る
喫
茶
店
の

二
階
で
密
議
中
を
ソ
連
兵
に
踏
み
込
ま
れ
、
奉
天
の
第
二

監
獄
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
同
僚
と
は
別
々
に
拷
問
と
厳

し
い
取
り
調
べ
を
受
け
た
結
果
、
ソ
連
に
対
し
て
は
敵
性

派
の
蔣
介
石
の
国
民
党
軍
に
参
加
を
企
て
た
罪
状
あ
り
と

し
て
、
前
憲
兵
の
身
分
は
分
か
ら
ぬ
ま
ま
同
僚
と
離
し
て
、

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
約
三
日
後
、
先
に
武
装
解
除
さ
れ
て

拉
致
さ
れ
た
元
軍
人
の
一
部
と
満
州
国
元
警
察
官
、
上
級

官
吏
、
日
本
軍
憲
兵
（
身
分
の
判
明
し
た
も
の
）
そ
れ
に

満
州
ゴ
ロ
と
称
す
る
暴
力
団
系
の
邦
人
で
編
成
さ
れ
た
約

二
千
人
の
拉
致
部
隊
に
編
成
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
一
月

十
二
日
、
ソ
連
送
り
の
車
上
の
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

七 

満
州
を
北
上
、
国
境
を
越
え
チ
タ
の
収
容
所
へ 

そ
の
後
、
列
車
は
満
州
里
を
越
え
ソ
連
領
へ
、
車
中
は

一
車
両
の
中
心
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
き
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で
仕

切
ら
れ
た
両
側
に
三
十
人
あ
て
ぐ
ら
い
六
十
人
ほ
ど
、
後

の
者
の
膝
の
上
に
前
の
者
の
尻
を
置
き
、
自
由
に
動
け
な

い
様
（
逃
亡
防
止
の
た
め
）
両
便
の
際
に
は
、
手
を
挙
げ

て
監
視
兵
の
指
示
に
よ
り
車
両
の
両
側
片
隅
に
あ
る
ビ
ー
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ル
の
空
樽
に
用
を
足
し
ま
し
た
。
途
中
不
規
則
な
停
車
を

重
ね
、
二
日
後
到
着
し
た
所
は
国
境
の
町
満
州
里
か
ら
約

四
百
キ
ロ
の
チ
タ
の
駅
。
貨
車
よ
り
下
ろ
さ
れ
、
レ
ン
ガ

作
り
の
収
容
所
ら
し
い
幾
棟
も
の
建
物
に
分
散
、
監
禁
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

八 

目
的
地
カ
ラ
ガ
ン
ダ
へ 

監
禁
二
カ
月
（
こ
の
理
由
は
不
明
）、
こ
れ
で
や
っ
と
解

放
さ
れ
た
。
祖
国
へ
帰
れ
る
…
…
勝
手
な
判
断
で
し
た
。

再
び
チ
タ
の
駅
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
西
へ
西
へ
。
凍
結

し
た
白
々
と
光
る
バ
イ
カ
ル
湖
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
騙
さ

れ
続
け
帰
国
の
望
み
は
絶
望
の
ど
ん
底
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
走
り
続
け
た
七
日
間
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
八
千
キ
ロ
、

異
国
の
丘
の
歌
「
海
山
千
里
と
云
う
け
れ
ど
」
ま
さ
に
二

千
里
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
裏
側
に
あ
た
る
中
央
ア
ジ

ア
、
カ
ザ
フ
共
和
国
カ
ラ
ガ
ン
ダ
の
目
的
地
に
降
ろ
さ
れ

ま
し
た
。
時
に
昭
和
二
十
一
年
三
月
の
終
り
ご
ろ
、
春
程

遠
い
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
し
た
。
途
中
一
日
二
回
ぐ
ら
い

何
も
入
っ
て
い
な
い
塩
気
だ
け
の
ス
ー
プ
一
杯
と
黒
パ
ン

一
片
の
食
事
の
た
め
、
立
ち
上
る
気
力
も
体
力
も
な
く
小

便
に
も
血
が
混
り
疲
労
の
極
限
で
し
た
。 

 
 

九 

収
容
所
、
労
働
作
業
の
状
態
（
全
般
的
） 

 
 
 
 

私
達
収
容
所
の
近
辺
内
部 

六
十
万
人
の
抑
留
者
は
広
大
な
シ
ベ
リ
ア
の
荒
野
に
作

れ
ら
た
千
五
百
カ
所
余
り
の
収
容
所
に
分
散
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
労
働
内
容
は
、
鉄
道
の
敷
設
、
採
炭
、
建
築
資
材
の

掘
り
出
し
（
砕
石
）、
木
材
伐
採
、
ナ
ホ
ト
カ
、
ウ
ラ
ジ
オ

港
湾
建
設
、
水
道
工
事
な
ど
が
主
な
も
の
で
し
た
。
特
に

ス
タ
ー
リ
ン
が
最
優
先
し
た
バ
ム
鉄
道
は
計
画
よ
り
も
二

カ
月
も
早
く
、
昭
和
二
十
四
年
の
十
一
月
に
開
通
さ
れ
、

こ
れ
は
枕
木
一
本
ご
と
に
一
人
の
日
本
人
抑
留
者
の
亡
き

が
ら
が
眠
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
苛
烈
な
突
貫
工
事

で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
収
容
所
の
規
模
は
労
働

の
種
類
条
件
等
に
よ
り
、
そ
の
収
容
所
人
員
は
大
小
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
私
達
二
千
人
の
部
隊
は
七
百
人
ほ
ど
の
作
業

部
隊
に
分
散
さ
れ
ま
し
た
。
収
容
所
の
周
辺
に
は
望
楼
が

あ
り
（
四
隅
）、
周
辺
全
体
に
は
有
刺
鉄
線
が
張
ら
れ
、
自

動
小
銃
を
肩
に
看
視
兵
が
見
守
り
、
逃
亡
の
防
止
に
眼
を

光
ら
せ
て
い
ま
す
。
建
物
は
半
地
下
で
、
土
壁
、
土
屋
根
。
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一
棟
に
百
人
ほ
ど
入
れ
ら
れ
、
真
ん
中
に
ペ
ー
チ
カ
が
あ

り
、
二
重
窓
で
室
内
は
暖
か
く
、
片
側
五
十
人
あ
て
、
上

下
二
段
の
粗
末
な
板
張
り
の
寝
台
が
作
業
に
疲
れ
果
て
た

身
体
を
横
た
え
、
友
と
語
る
故
郷
の
話
、
各
々
の
う
ま
い

食
べ
物
の
話
。
そ
の
作
り
方
等
、
唯
一
の
憩
い
の
場
と
時

間
で
し
た
。（
唯
一
の
楽
し
み
は
食
べ
る
事
と
寝
る
事
） 

 
 

十 

従
事
し
た
作
業
全
般
の
状
態 

こ
の
カ
ラ
ガ
ン
ダ
地
区
は
、
ソ
連
で
も
屈
指
の
炭
鉱
地

帯
で
し
た
が
、
私
達
は
抑
留
期
間
を
通
じ
て
炭
鉱
作
業
に

一
度
も
従
事
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
建
築
の
基
礎
に
使
う
様

な
採
砂
、
砕
石
（
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
山
を
砕
く
）、
水
道
敷

設
の
た
め
の
壕
掘
り
作
業
は
幅
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
メ

ー
ト
ル
の
壕
を
、
つ
る
は
し
と
ス
コ
ッ
プ
の
手
作
業
で
す
。

酷
寒
零
下
三
〇
度
の
シ
ベ
リ
ア
は
一
面
の
雪
と
凍
土
で
す
。

収
容
所
の
衛
門
の
入
り
口
に
吊
る
し
て
あ
る
鐘
（
鉄
道
の

レ
ー
ル
の
切
り
端
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
も
の
。
私
達
は

地
獄
の
金
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
が
、
寒
暖
計
が
零
下
三

〇
度
を
一
度
で
も
上
る
と
集
合
の
合
図
で
現
場
に
出
発
で

す
。
降
り
積
も
っ
た
雪
の
下
の
凍
土
は
ツ
ル
ハ
シ
も
寄
せ

付
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
監
督
，
監
視
兵
は
容
赦
な
く
作

業
に
追
い
立
て
ま
す
。
ふ
と
相
手
の
顔
を
見
る
と
鼻
の
先

が
ま
っ
白
、
恐
ろ
し
い
凍
傷
で
す
。「
お
い
お
前
、
鼻
の
先

が
白
い
ぞ
」
相
手
は
自
分
に
は
分
り
ま
せ
ん
の
で
お
互
い

が
注
意
、
自
分
が
注
意
さ
れ
て
始
め
て
一
心
に
鼻
を
こ
す

り
ま
す
。
よ
う
や
く
元
に
戻
り
、
ま
た
作
業
。
待
ち
に
待

っ
た
昼
食
は
朝
食
に
支
給
に
な
っ
た
黒
パ
ン
三
五
〇
グ
ラ

ム
と
炊
事
か
ら
運
ん
で
来
る
粟
、
稗
、
高
粱
等
を
塩
味
に

食
用
油
を
混
ぜ
た
、
眼
の
映
る
よ
う
な
ス
ー
プ
を
食
器
に

一
杯
。
休
む
間
も
な
く
午
後
の
作
業
。
夕
刻
、
作
業
を
終

り
人
員
点
呼
。
こ
れ
が
ま
た
大
変
。
程
度
の
低
い
監
視
兵

は
数
の
勘
定
も
充
分
出
来
ず
、
五
人
ず
つ
の
縦
隊
に
五
、

十
、
十
五
と
並
ば
せ
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か
勘
定
が
合
わ

ず
、
寒
い
現
場
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

十
一 

作
業
中
で
の
特
に
悔
し
い
思
い
出 

頭
書
述
べ
た
通
り
、
私
達
部
隊
の
仲
間
は
一
部
の
民
間

人
の
満
州
ゴ
ロ
（
ヤ
ク
ザ
親
分
、
子
分
の
集
団
）
が
ソ
連

側
に
取
り
入
り
、
衣
食
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
、
蓄
え
た
体

力
を
か
さ
に
現
場
で
は
ろ
く
に
作
業
も
せ
ず
、
一
般
の
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ル
の
空
樽
に
用
を
足
し
ま
し
た
。
途
中
不
規
則
な
停
車
を

重
ね
、
二
日
後
到
着
し
た
所
は
国
境
の
町
満
州
里
か
ら
約

四
百
キ
ロ
の
チ
タ
の
駅
。
貨
車
よ
り
下
ろ
さ
れ
、
レ
ン
ガ

作
り
の
収
容
所
ら
し
い
幾
棟
も
の
建
物
に
分
散
、
監
禁
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

八 

目
的
地
カ
ラ
ガ
ン
ダ
へ 

監
禁
二
カ
月
（
こ
の
理
由
は
不
明
）、
こ
れ
で
や
っ
と
解

放
さ
れ
た
。
祖
国
へ
帰
れ
る
…
…
勝
手
な
判
断
で
し
た
。

再
び
チ
タ
の
駅
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
西
へ
西
へ
。
凍
結

し
た
白
々
と
光
る
バ
イ
カ
ル
湖
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
騙
さ

れ
続
け
帰
国
の
望
み
は
絶
望
の
ど
ん
底
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
走
り
続
け
た
七
日
間
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
八
千
キ
ロ
、

異
国
の
丘
の
歌
「
海
山
千
里
と
云
う
け
れ
ど
」
ま
さ
に
二

千
里
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
裏
側
に
あ
た
る
中
央
ア
ジ

ア
、
カ
ザ
フ
共
和
国
カ
ラ
ガ
ン
ダ
の
目
的
地
に
降
ろ
さ
れ

ま
し
た
。
時
に
昭
和
二
十
一
年
三
月
の
終
り
ご
ろ
、
春
程

遠
い
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
し
た
。
途
中
一
日
二
回
ぐ
ら
い

何
も
入
っ
て
い
な
い
塩
気
だ
け
の
ス
ー
プ
一
杯
と
黒
パ
ン

一
片
の
食
事
の
た
め
、
立
ち
上
る
気
力
も
体
力
も
な
く
小

便
に
も
血
が
混
り
疲
労
の
極
限
で
し
た
。 

 
 

九 

収
容
所
、
労
働
作
業
の
状
態
（
全
般
的
） 

 
 
 
 

私
達
収
容
所
の
近
辺
内
部 

六
十
万
人
の
抑
留
者
は
広
大
な
シ
ベ
リ
ア
の
荒
野
に
作

れ
ら
た
千
五
百
カ
所
余
り
の
収
容
所
に
分
散
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
労
働
内
容
は
、
鉄
道
の
敷
設
、
採
炭
、
建
築
資
材
の

掘
り
出
し
（
砕
石
）、
木
材
伐
採
、
ナ
ホ
ト
カ
、
ウ
ラ
ジ
オ

港
湾
建
設
、
水
道
工
事
な
ど
が
主
な
も
の
で
し
た
。
特
に

ス
タ
ー
リ
ン
が
最
優
先
し
た
バ
ム
鉄
道
は
計
画
よ
り
も
二

カ
月
も
早
く
、
昭
和
二
十
四
年
の
十
一
月
に
開
通
さ
れ
、

こ
れ
は
枕
木
一
本
ご
と
に
一
人
の
日
本
人
抑
留
者
の
亡
き

が
ら
が
眠
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
苛
烈
な
突
貫
工
事

で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
収
容
所
の
規
模
は
労
働

の
種
類
条
件
等
に
よ
り
、
そ
の
収
容
所
人
員
は
大
小
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
私
達
二
千
人
の
部
隊
は
七
百
人
ほ
ど
の
作
業

部
隊
に
分
散
さ
れ
ま
し
た
。
収
容
所
の
周
辺
に
は
望
楼
が

あ
り
（
四
隅
）、
周
辺
全
体
に
は
有
刺
鉄
線
が
張
ら
れ
、
自

動
小
銃
を
肩
に
看
視
兵
が
見
守
り
、
逃
亡
の
防
止
に
眼
を

光
ら
せ
て
い
ま
す
。
建
物
は
半
地
下
で
、
土
壁
、
土
屋
根
。
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一
棟
に
百
人
ほ
ど
入
れ
ら
れ
、
真
ん
中
に
ペ
ー
チ
カ
が
あ

り
、
二
重
窓
で
室
内
は
暖
か
く
、
片
側
五
十
人
あ
て
、
上

下
二
段
の
粗
末
な
板
張
り
の
寝
台
が
作
業
に
疲
れ
果
て
た

身
体
を
横
た
え
、
友
と
語
る
故
郷
の
話
、
各
々
の
う
ま
い

食
べ
物
の
話
。
そ
の
作
り
方
等
、
唯
一
の
憩
い
の
場
と
時

間
で
し
た
。（
唯
一
の
楽
し
み
は
食
べ
る
事
と
寝
る
事
） 

 
 

十 

従
事
し
た
作
業
全
般
の
状
態 

こ
の
カ
ラ
ガ
ン
ダ
地
区
は
、
ソ
連
で
も
屈
指
の
炭
鉱
地

帯
で
し
た
が
、
私
達
は
抑
留
期
間
を
通
じ
て
炭
鉱
作
業
に

一
度
も
従
事
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
建
築
の
基
礎
に
使
う
様

な
採
砂
、
砕
石
（
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
山
を
砕
く
）、
水
道
敷

設
の
た
め
の
壕
掘
り
作
業
は
幅
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
メ

ー
ト
ル
の
壕
を
、
つ
る
は
し
と
ス
コ
ッ
プ
の
手
作
業
で
す
。

酷
寒
零
下
三
〇
度
の
シ
ベ
リ
ア
は
一
面
の
雪
と
凍
土
で
す
。

収
容
所
の
衛
門
の
入
り
口
に
吊
る
し
て
あ
る
鐘
（
鉄
道
の

レ
ー
ル
の
切
り
端
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
も
の
。
私
達
は

地
獄
の
金
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
が
、
寒
暖
計
が
零
下
三

〇
度
を
一
度
で
も
上
る
と
集
合
の
合
図
で
現
場
に
出
発
で

す
。
降
り
積
も
っ
た
雪
の
下
の
凍
土
は
ツ
ル
ハ
シ
も
寄
せ

付
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
監
督
，
監
視
兵
は
容
赦
な
く
作

業
に
追
い
立
て
ま
す
。
ふ
と
相
手
の
顔
を
見
る
と
鼻
の
先

が
ま
っ
白
、
恐
ろ
し
い
凍
傷
で
す
。「
お
い
お
前
、
鼻
の
先

が
白
い
ぞ
」
相
手
は
自
分
に
は
分
り
ま
せ
ん
の
で
お
互
い

が
注
意
、
自
分
が
注
意
さ
れ
て
始
め
て
一
心
に
鼻
を
こ
す

り
ま
す
。
よ
う
や
く
元
に
戻
り
、
ま
た
作
業
。
待
ち
に
待

っ
た
昼
食
は
朝
食
に
支
給
に
な
っ
た
黒
パ
ン
三
五
〇
グ
ラ

ム
と
炊
事
か
ら
運
ん
で
来
る
粟
、
稗
、
高
粱
等
を
塩
味
に

食
用
油
を
混
ぜ
た
、
眼
の
映
る
よ
う
な
ス
ー
プ
を
食
器
に

一
杯
。
休
む
間
も
な
く
午
後
の
作
業
。
夕
刻
、
作
業
を
終

り
人
員
点
呼
。
こ
れ
が
ま
た
大
変
。
程
度
の
低
い
監
視
兵

は
数
の
勘
定
も
充
分
出
来
ず
、
五
人
ず
つ
の
縦
隊
に
五
、

十
、
十
五
と
並
ば
せ
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か
勘
定
が
合
わ

ず
、
寒
い
現
場
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

十
一 

作
業
中
で
の
特
に
悔
し
い
思
い
出 

頭
書
述
べ
た
通
り
、
私
達
部
隊
の
仲
間
は
一
部
の
民
間

人
の
満
州
ゴ
ロ
（
ヤ
ク
ザ
親
分
、
子
分
の
集
団
）
が
ソ
連

側
に
取
り
入
り
、
衣
食
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
、
蓄
え
た
体

力
を
か
さ
に
現
場
で
は
ろ
く
に
作
業
も
せ
ず
、
一
般
の
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我
々
に
は
作
業
の
状
態
が
悪
い
等
と
暴
力
を
ふ
る
い
、
同

胞
で
あ
り
な
が
ら
余
り
に
血
も
涙
も
な
い
仕
打
ち
に
は
ソ

連
側
に
も
増
し
て
悔
し
く
切
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

 
 

十
二 
シ
ベ
リ
ア
の
気
象
、
気
候 

シ
ベ
リ
ア
に
は
四
季
が
な
い
、
冬
と
夏
だ
け
で
す
。
じ

ゃ
が
芋
、
ト
マ
ト
が
主
な
シ
ベ
リ
ア
の
野
菜
で
す
。
ト
マ

ト
は
赤
く
熟
す
る
ま
で
に
寒
さ
で
枯
れ
る
の
で
青
い
の
を

採
っ
て
塩
漬
け
。
じ
ゃ
が
芋
は
主
食
、
ト
マ
ト
が
唯
一
の

副
食
で
す
。
四
月
ご
ろ
ま
で
は
雪
と
酷
寒
の
季
節
。
五
月

に
入
り
一
斉
に
草
が
萌
え
、
花
が
咲
く
。
六
月
、
七
月
は

抑
留
者
の
我
々
に
は
恵
ま
れ
た
季
節
で
す
。
八
月
も
終
り

に
近
付
く
と
雪
が
降
り
出
し
、
内
地
で
は
想
像
も
出
来
ま

せ
ん
。 

 
 

十
三 

衣
類
、
気
候
、
補
修
取
替
等
に
対
す
る
対
応 

夏
は
日
本
軍
の
シ
ャ
ツ
、
袴
下
、
ズ
ボ
ン
（
何
れ
も
関

東
軍
使
用
の
も
の
）。
靴
下
は
な
く
、
布
切
れ
を
巻
く
。
冬

は
前
記
の
外
に
ソ
連
民
間
人
の
綿
入
れ
の
上
着
と
ズ
ボ
ン
、

毛
皮
の
外
套
（
作
業
時
で
も
上
着
と
外
套
は
つ
け
た
ま
ま

で
な
い
と
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
）。
補
修
は
自
分
で
行
っ

た
。
針
と
糸
と
は
ん
ぱ
布
、
衣
服
の
取
替
は
一
切
な
し
。 

 
 

十
四 

身
体
管
理 

月
に
一
回
衣
服
を
消
毒
（
熱
風
）
し
、
虱
、
南
京
虫
等

殺
虫
、
殺
菌
。
そ
の
間
に
陰
毛
を
全
部
剃
ら
す
（
男
と
し

て
情
な
い
や
ら
、
口
惜
し
い
や
ら
）
。
室
内
で
洗
面
器
一
杯

の
水
と
粗
末
な
石
け
ん
で
顔
と
身
体
を
洗
う
。 

 
 

十
五 

食
事
の
質
量
、
抑
留
期
間
中
の
変
化 

朝
食
時
三
五
〇
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
一
片
を
受
領
す
る
、

味
は
粗
雑
。
薄
い
粟
か
稗
の
ス
ー
プ
。
昼
は
作
業
現
場
に

収
容
所
の
炊
事
か
ら
少
し
濃
い
目
の
ス
ー
プ
が
届
く
。
ス

ー
プ
の
量
は
ニ
ュ
ー
ム
食
器
に
一
杯
、
三
五
〇
グ
ラ
ム
の

パ
ン
を
食
い
延
ば
し
て
食
べ
る
。
夕
食
は
食
堂
で
、
た
ま

に
は
豚
肉
等
が
入
っ
た
濃
い
目
の
ス
ー
プ
。
抑
留
期
間
中

食
事
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
た
だ
、
メ
ー
デ
ー
、

革
命
記
念
日
等
は
作
業
は
休
み
で
、
魚
や
肉
等
も
副
食
に

は
沢
山
あ
っ
た
が
、
腹
を
満
た
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

 
 

十
六 

休
養
、
休
日
、
体
調
検
診
、
診
療
等 

前
記
の
休
養
休
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
芸
、
グ
ル

ー
プ
の
演
芸
も
飛
び
出
し
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
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れ
た
。
月
に
一
回
女
軍
医
に
よ
る
身
体
検
査
。
診
断
は
下

着
な
し
の
丸
裸
、
恥
も
外
聞
も
な
い
。
聴
診
器
な
し
、
女

医
の
前
に
並
び
、
背
中
を
向
け
て
女
医
が
尻
の
肉
を
手
で

つ
ま
ん
で
肉
の
張
り
具
合
を
見
て
、
等
級
を
つ
け
る
。
身

体
が
衰
弱
し
て
い
る
時
は
皮
だ
け
引
っ
張
れ
て
肉
が
つ
か

め
な
い
。
そ
の
状
態
を
見
て
等
級
を
つ
け
る
。
一
、
二
級

は
屋
外
作
業
、
三
級
は
所
内
や
軽
作
業
、
四
級
は
屋
内
作

業
、
若
し
く
は
炊
事
勤
務
等
。
と
り
わ
け
熱
病
に
対
す
る

警
戒
心
は
強
く
、
三
七
・
五
度
以
上
あ
る
と
休
養
室
に
入

れ
、
米
の
飯
、
肉
、
油
等
で
栄
養
を
と
る
。
反
面
仮
病
に

厳
し
く
（
例
え
ば
体
温
計
を
こ
す
っ
て
体
温
を
上
げ
る
）
、

発
覚
す
れ
ば
営
倉
入
り
で
あ
る
。
極
端
な
例
と
し
て
二
級

か
ら
四
級
に
な
り
炊
事
勤
務
で
ブ
ク
ブ
ク
太
っ
て
二
級
の

重
作
業
を
し
て
ま
た
痩
せ
て
、
四
級
で
炊
事
勤
務
、
太
っ

て
二
級
、
重
作
業
で
四
級
炊
事
勤
務
。
こ
ん
な
繰
返
し
を

す
る
者
も
あ
っ
た
。
私
は
抑
留
期
間
中
二
級
の
連
続
で
あ

っ
た
。 

 
 

十
七 

民
主
運
動
、
共
産
主
義
の
思
想
教
育 

入
ソ
二
年
目
よ
り
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
日
本

語
版
の
単
行
本
を
一
冊
与
え
ら
れ
、
作
業
で
疲
れ
た
身
体

を
就
寝
前
の
約
一
時
間
、
仲
間
か
ら
選
ば
れ
て
講
習
を
受

け
た
活
動
分
子
の
抗
議
を
絶
対
的
に
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
発
刊
さ
れ
た
日
本
新
聞
が
民
主
教
育
の

資
料
と
な
り
、
内
地
の
情
報
も
嘘
か
真
実
か
こ
れ
を
信
ず

る
よ
り
外
な
か
っ
た
。 

 
 

十
八 

抑
留
三
年
目
か
ら
帰
還
ま
で 

昭
和
二
十
三
年
に
入
り
、
周
辺
の
収
容
所
か
ら
は
内
地

帰
還
、
ダ
モ
イ
の
噂
が
流
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
内

地
へ
の
便
り
を
許
さ
れ
た
が
私
は
仮
名
の
ま
ま
、
は
た
と

困
惑
し
た
。
果
た
し
て
こ
の
便
り
が
内
地
へ
届
い
て
家
族

達
の
驚
き
を
想
像
し
た
。
し
か
し
一
カ
月
後
ま
ぎ
れ
も
な

い
父
の
筆
跡
で
返
信
が
あ
っ
た
。
家
内
一
同
元
気
で
あ
る
、

一
日
も
早
い
帰
還
を
待
っ
て
い
る
と
の
事
。
肝
心
の
長
兄

の
事
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
私
は
南
方
へ
行
っ
た
長
兄

の
消
息
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
（
次
兄
は
昭
和
十
九
年

三
月
八
日
、
南
方
へ
向
う
輸
送
船
と
共
に
太
平
洋
で
散
華

し
た
。
こ
の
事
は
北
満
密
山
の
原
隊
当
時
知
ら
さ
れ
た
）

あ
の
筆
達
者
な
長
兄
の
事
故
、
元
気
で
還
っ
て
い
た
ら
父
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我
々
に
は
作
業
の
状
態
が
悪
い
等
と
暴
力
を
ふ
る
い
、
同

胞
で
あ
り
な
が
ら
余
り
に
血
も
涙
も
な
い
仕
打
ち
に
は
ソ

連
側
に
も
増
し
て
悔
し
く
切
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

 
 

十
二 

シ
ベ
リ
ア
の
気
象
、
気
候 

シ
ベ
リ
ア
に
は
四
季
が
な
い
、
冬
と
夏
だ
け
で
す
。
じ

ゃ
が
芋
、
ト
マ
ト
が
主
な
シ
ベ
リ
ア
の
野
菜
で
す
。
ト
マ

ト
は
赤
く
熟
す
る
ま
で
に
寒
さ
で
枯
れ
る
の
で
青
い
の
を

採
っ
て
塩
漬
け
。
じ
ゃ
が
芋
は
主
食
、
ト
マ
ト
が
唯
一
の

副
食
で
す
。
四
月
ご
ろ
ま
で
は
雪
と
酷
寒
の
季
節
。
五
月

に
入
り
一
斉
に
草
が
萌
え
、
花
が
咲
く
。
六
月
、
七
月
は

抑
留
者
の
我
々
に
は
恵
ま
れ
た
季
節
で
す
。
八
月
も
終
り

に
近
付
く
と
雪
が
降
り
出
し
、
内
地
で
は
想
像
も
出
来
ま

せ
ん
。 

 
 

十
三 

衣
類
、
気
候
、
補
修
取
替
等
に
対
す
る
対
応 

夏
は
日
本
軍
の
シ
ャ
ツ
、
袴
下
、
ズ
ボ
ン
（
何
れ
も
関

東
軍
使
用
の
も
の
）。
靴
下
は
な
く
、
布
切
れ
を
巻
く
。
冬

は
前
記
の
外
に
ソ
連
民
間
人
の
綿
入
れ
の
上
着
と
ズ
ボ
ン
、

毛
皮
の
外
套
（
作
業
時
で
も
上
着
と
外
套
は
つ
け
た
ま
ま

で
な
い
と
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
）。
補
修
は
自
分
で
行
っ

た
。
針
と
糸
と
は
ん
ぱ
布
、
衣
服
の
取
替
は
一
切
な
し
。 

 
 

十
四 

身
体
管
理 

月
に
一
回
衣
服
を
消
毒
（
熱
風
）
し
、
虱
、
南
京
虫
等

殺
虫
、
殺
菌
。
そ
の
間
に
陰
毛
を
全
部
剃
ら
す
（
男
と
し

て
情
な
い
や
ら
、
口
惜
し
い
や
ら
）
。
室
内
で
洗
面
器
一
杯

の
水
と
粗
末
な
石
け
ん
で
顔
と
身
体
を
洗
う
。 

 
 

十
五 

食
事
の
質
量
、
抑
留
期
間
中
の
変
化 

朝
食
時
三
五
〇
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
一
片
を
受
領
す
る
、

味
は
粗
雑
。
薄
い
粟
か
稗
の
ス
ー
プ
。
昼
は
作
業
現
場
に

収
容
所
の
炊
事
か
ら
少
し
濃
い
目
の
ス
ー
プ
が
届
く
。
ス

ー
プ
の
量
は
ニ
ュ
ー
ム
食
器
に
一
杯
、
三
五
〇
グ
ラ
ム
の

パ
ン
を
食
い
延
ば
し
て
食
べ
る
。
夕
食
は
食
堂
で
、
た
ま

に
は
豚
肉
等
が
入
っ
た
濃
い
目
の
ス
ー
プ
。
抑
留
期
間
中

食
事
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
た
だ
、
メ
ー
デ
ー
、

革
命
記
念
日
等
は
作
業
は
休
み
で
、
魚
や
肉
等
も
副
食
に

は
沢
山
あ
っ
た
が
、
腹
を
満
た
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

 
 

十
六 

休
養
、
休
日
、
体
調
検
診
、
診
療
等 

前
記
の
休
養
休
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
芸
、
グ
ル

ー
プ
の
演
芸
も
飛
び
出
し
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
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れ
た
。
月
に
一
回
女
軍
医
に
よ
る
身
体
検
査
。
診
断
は
下

着
な
し
の
丸
裸
、
恥
も
外
聞
も
な
い
。
聴
診
器
な
し
、
女

医
の
前
に
並
び
、
背
中
を
向
け
て
女
医
が
尻
の
肉
を
手
で

つ
ま
ん
で
肉
の
張
り
具
合
を
見
て
、
等
級
を
つ
け
る
。
身

体
が
衰
弱
し
て
い
る
時
は
皮
だ
け
引
っ
張
れ
て
肉
が
つ
か

め
な
い
。
そ
の
状
態
を
見
て
等
級
を
つ
け
る
。
一
、
二
級

は
屋
外
作
業
、
三
級
は
所
内
や
軽
作
業
、
四
級
は
屋
内
作

業
、
若
し
く
は
炊
事
勤
務
等
。
と
り
わ
け
熱
病
に
対
す
る

警
戒
心
は
強
く
、
三
七
・
五
度
以
上
あ
る
と
休
養
室
に
入

れ
、
米
の
飯
、
肉
、
油
等
で
栄
養
を
と
る
。
反
面
仮
病
に

厳
し
く
（
例
え
ば
体
温
計
を
こ
す
っ
て
体
温
を
上
げ
る
）
、

発
覚
す
れ
ば
営
倉
入
り
で
あ
る
。
極
端
な
例
と
し
て
二
級

か
ら
四
級
に
な
り
炊
事
勤
務
で
ブ
ク
ブ
ク
太
っ
て
二
級
の

重
作
業
を
し
て
ま
た
痩
せ
て
、
四
級
で
炊
事
勤
務
、
太
っ

て
二
級
、
重
作
業
で
四
級
炊
事
勤
務
。
こ
ん
な
繰
返
し
を

す
る
者
も
あ
っ
た
。
私
は
抑
留
期
間
中
二
級
の
連
続
で
あ

っ
た
。 

 
 

十
七 

民
主
運
動
、
共
産
主
義
の
思
想
教
育 

入
ソ
二
年
目
よ
り
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
日
本

語
版
の
単
行
本
を
一
冊
与
え
ら
れ
、
作
業
で
疲
れ
た
身
体

を
就
寝
前
の
約
一
時
間
、
仲
間
か
ら
選
ば
れ
て
講
習
を
受

け
た
活
動
分
子
の
抗
議
を
絶
対
的
に
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
発
刊
さ
れ
た
日
本
新
聞
が
民
主
教
育
の

資
料
と
な
り
、
内
地
の
情
報
も
嘘
か
真
実
か
こ
れ
を
信
ず

る
よ
り
外
な
か
っ
た
。 

 
 

十
八 

抑
留
三
年
目
か
ら
帰
還
ま
で 

昭
和
二
十
三
年
に
入
り
、
周
辺
の
収
容
所
か
ら
は
内
地

帰
還
、
ダ
モ
イ
の
噂
が
流
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
内

地
へ
の
便
り
を
許
さ
れ
た
が
私
は
仮
名
の
ま
ま
、
は
た
と

困
惑
し
た
。
果
た
し
て
こ
の
便
り
が
内
地
へ
届
い
て
家
族

達
の
驚
き
を
想
像
し
た
。
し
か
し
一
カ
月
後
ま
ぎ
れ
も
な

い
父
の
筆
跡
で
返
信
が
あ
っ
た
。
家
内
一
同
元
気
で
あ
る
、

一
日
も
早
い
帰
還
を
待
っ
て
い
る
と
の
事
。
肝
心
の
長
兄

の
事
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
私
は
南
方
へ
行
っ
た
長
兄

の
消
息
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
（
次
兄
は
昭
和
十
九
年

三
月
八
日
、
南
方
へ
向
う
輸
送
船
と
共
に
太
平
洋
で
散
華

し
た
。
こ
の
事
は
北
満
密
山
の
原
隊
当
時
知
ら
さ
れ
た
）

あ
の
筆
達
者
な
長
兄
の
事
故
、
元
気
で
還
っ
て
い
た
ら
父
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に
書
か
さ
ず
、
自
分
が
書
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
若
し
か

し
た
ら
…
…
私
は
不
吉
な
予
感
に
襲
わ
れ
た
。
内
地
に
還

っ
て
か
ら
父
に
聞
か
さ
れ
た
事
で
あ
る
が
、
仮
名
の
便
り

を
受
取
っ
て
困
惑
。
私
は
終
戦
時
消
息
不
明
に
な
っ
て
い

た
。
若
し
か
し
た
ら
満
州
に
い
た
弟
で
は
な
い
か
と
、
当

時
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
と
云
う
占
い
を
立
て
た
り
、
今
の
老
人

会
長
の
父
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
ロ
シ
ア
文
字
を
知
っ
て
お

ら
れ
る
と
云
う
事
で
尋
ね
た
ら
、
こ
れ
は
ソ
連
の
カ
ラ
ガ

ン
ダ
と
云
う
所
の
収
容
所
か
ら
の
も
の
で
、
不
明
の
弟
さ

ん
に
違
い
な
い
と
言
わ
れ
、
返
信
を
し
た
と
い
う
事
で
し

た
。 昭

和
二
十
四
年
騙
さ
れ
続
け
た
帰
還
の
日
が
来
ま
し
た
。

極
寒
と
飢
餓
と
栄
養
失
調
、
六
万
人
に
近
い
同
胞
が
恨
を

残
し
て
異
国
の
地
に
果
て
た
。
そ
れ
な
の
に
私
は
今
帰
還

の
日
を
迎
え
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
四
カ
年
。
余
り
丈
夫
で

な
か
っ
た
私
が
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
戦

死
し
た
二
人
の
兄
の
魂
が
、
お
前
だ
け
は
何
と
し
て
も
還

っ
て
く
れ
と
守
っ
て
い
て
く
れ
た
と
感
無
量
で
す
。 

 
 

十
九 

引
揚
の
た
め
入
所
し
た
ナ
ホ
ト
カ
の
収
容
所 

カ
ラ
ガ
ン
ダ
よ
り
帰
還
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
。
引

揚
船
を
待
つ
間
に
、
誰
か
ら
と
も
な
く
仲
間
に
仮
名
の
者

が
い
る
と
ソ
連
側
に
密
告
さ
れ
、
奉
天
当
時
の
取
調
べ
の

ご
と
く
拷
問
を
受
け
、
仮
名
の
理
由
を
酷
く
追
及
さ
れ
、

初
め
て
憲
兵
の
前
身
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。
勤
務
の
状
態

が
経
理
関
係
で
ソ
連
に
敵
対
行
為
は
な
か
っ
た
こ
と
で
許

さ
れ
、
四
年
振
り
に
初
め
て
本
名
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か

し
我
々
に
対
す
る
警
戒
の
眼
は
厳
し
く
、
防
諜
に
気
を
配

り
、
衣
服
の
縫
い
目
ま
で
も
ほ
ぐ
し
、
記
録
し
た
も
の
は

一
切
破
棄
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

引
揚
船
に
乗
る
ナ
ホ
ト
カ
の
第
三
収
容
所
で
乗
船
名
簿

の
読
み
上
げ
「
シ
ゲ
タ
リ
ョ
ウ
ゾ
ウ
」
「
シ
ゲ
タ
リ
ョ
ウ
ゾ

ウ
」
。
は
っ
と
我
に
返
り
ま
し
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
踏
み
し
め

る
足
も
ガ
タ
ガ
タ
ふ
る
え
、
夢
か
真
実
か
、
昭
和
二
十
四

年
最
後
の
引
揚
船
、
信
洋
丸
の
甲
板
に
立
ち
ま
し
た
。 

 
 

二
十 

引
揚
船
信
洋
丸
の
船
中
に
て 

四
カ
年
の
抑
留
生
活
は
思
想
教
育
も
厳
し
く
、
船
中
二

千
人
の
引
揚
者
の
中
で
思
想
教
育
に
感
化
さ
れ
た
赤
旗
組

と
徹
底
し
た
反
動
組
が
対
立
し
、
船
長
の
制
止
も
聞
か
ず
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船
内
闘
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
は
日
の
丸
組
の
一
人
と

し
て
静
観
し
、
内
地
出
発
以
来
六
年
振
り
故
国
の
土
を
踏

み
ま
し
た
。
ア
カ
ハ
タ
組
は
入
港
後
も
天
皇
島
敵
前
上
陸

だ
と
叫
ん
で
三
日
間
上
陸
を
拒
否
し
ま
し
た
。 

 
 

二
十
一 

引
揚
援
護
局
に
て 

舞
鶴
上
陸
後
、
早
速
長
兄
の
事
が
心
か
ら
離
れ
ず
、
ま

ず
引
揚
援
護
局
の
滋
賀
県
関
係
を
尋
ね
た
結
果
、
南
方
戦

線
の
帰
還
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
将
兵
は

昭
和
二
十
一
年
中
に
終
っ
て
い
る
と
言
う
事
で
、
昭
和
十

九
年
三
月
次
兄
の
戦
死
よ
り
一
年
後
の
二
十
年
三
月
、
長

兄
の
死
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 

二
十
二 

援
護
局
か
ら
故
郷
帰
還
ま
で 

日
の
丸
組
の
私
達
半
数
の
千
人
は
ス
ム
ー
ス
に
帰
還
手

続
を
終
り
、
滞
在
一
週
間
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
七
日

舞
鶴
駅
を
出
発
、
京
都
駅
頭
に
到
着
。
多
勢
の
出
迎
人
の

中
に
ふ
と
眼
に
し
た
の
は
「
歓
迎 

重
田
良
三
君
」
と
書

い
た
一
メ
ー
ト
ル
余
り
の
幟
で
し
た
。
持
っ
て
お
ら
れ
た

の
は
紛
れ
も
な
く
大
谷
吉
一
さ
ん
。
現
役
入
隊
以
来
六
カ

年
、
親
達
と
の
面
会
も
出
来
ず
出
立
し
た
私
が
初
め
て
見

た
故
郷
の
人
。
大
谷
さ
ん
を
見
上
げ
る
眼
は
嬉
し
さ
と
感

激
の
涙
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
大
谷
さ
ん
は
役
場
に
勤
務

し
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
代
表
と
し
て
来
て
頂
い
た
の
で
す
。

大
谷
さ
ん
か
ら
は
長
い
間
の
苦
労
の
ね
ぎ
ら
い
と
、
抑
留

四
カ
年
の
思
想
教
育
に
よ
り
洗
脳
さ
れ
て
い
な
い
か
？
と

警
察
よ
り
の
配
慮
を
聞
か
さ
れ
、
私
は
日
の
丸
組
で
引
き

揚
げ
た
事
を
お
話
し
、
深
川
駅
ま
で
の
車
中
は
よ
も
や
ま

話
の
語
ら
い
で
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

以
上
で
私
の
四
カ
年
の
抑
留
記
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

 
 

一 

入
隊
ま
で 

 

大
正
十
二
年
三
月
三
十
日 

滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
南
町
寺 

庄 

父
甚
五
郎
、
母
志
づ
の
五
男
と
し
て
出
生 

 

最
長
兄
、
姉
は
生
後
間
も
な
く
死
亡
、
兄
二
人
は
戦
死 

 

昭
和
十
二
年
三
月 

寺
庄
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業 

 

昭
和
十
二
年
四
月 

埼
玉
県
秩
父
町 

矢
尾
合
名
会
社

入
社 

 

昭
和
十
八
年
八
月 

徴
兵
検
査
第
一
乙
種
合
格 
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に
書
か
さ
ず
、
自
分
が
書
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
若
し
か

し
た
ら
…
…
私
は
不
吉
な
予
感
に
襲
わ
れ
た
。
内
地
に
還

っ
て
か
ら
父
に
聞
か
さ
れ
た
事
で
あ
る
が
、
仮
名
の
便
り

を
受
取
っ
て
困
惑
。
私
は
終
戦
時
消
息
不
明
に
な
っ
て
い

た
。
若
し
か
し
た
ら
満
州
に
い
た
弟
で
は
な
い
か
と
、
当

時
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
と
云
う
占
い
を
立
て
た
り
、
今
の
老
人

会
長
の
父
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
ロ
シ
ア
文
字
を
知
っ
て
お

ら
れ
る
と
云
う
事
で
尋
ね
た
ら
、
こ
れ
は
ソ
連
の
カ
ラ
ガ

ン
ダ
と
云
う
所
の
収
容
所
か
ら
の
も
の
で
、
不
明
の
弟
さ

ん
に
違
い
な
い
と
言
わ
れ
、
返
信
を
し
た
と
い
う
事
で
し

た
。 昭

和
二
十
四
年
騙
さ
れ
続
け
た
帰
還
の
日
が
来
ま
し
た
。

極
寒
と
飢
餓
と
栄
養
失
調
、
六
万
人
に
近
い
同
胞
が
恨
を

残
し
て
異
国
の
地
に
果
て
た
。
そ
れ
な
の
に
私
は
今
帰
還

の
日
を
迎
え
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
四
カ
年
。
余
り
丈
夫
で

な
か
っ
た
私
が
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
戦

死
し
た
二
人
の
兄
の
魂
が
、
お
前
だ
け
は
何
と
し
て
も
還

っ
て
く
れ
と
守
っ
て
い
て
く
れ
た
と
感
無
量
で
す
。 

 
 

十
九 

引
揚
の
た
め
入
所
し
た
ナ
ホ
ト
カ
の
収
容
所 

カ
ラ
ガ
ン
ダ
よ
り
帰
還
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
。
引

揚
船
を
待
つ
間
に
、
誰
か
ら
と
も
な
く
仲
間
に
仮
名
の
者

が
い
る
と
ソ
連
側
に
密
告
さ
れ
、
奉
天
当
時
の
取
調
べ
の

ご
と
く
拷
問
を
受
け
、
仮
名
の
理
由
を
酷
く
追
及
さ
れ
、

初
め
て
憲
兵
の
前
身
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。
勤
務
の
状
態

が
経
理
関
係
で
ソ
連
に
敵
対
行
為
は
な
か
っ
た
こ
と
で
許

さ
れ
、
四
年
振
り
に
初
め
て
本
名
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か

し
我
々
に
対
す
る
警
戒
の
眼
は
厳
し
く
、
防
諜
に
気
を
配

り
、
衣
服
の
縫
い
目
ま
で
も
ほ
ぐ
し
、
記
録
し
た
も
の
は

一
切
破
棄
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

引
揚
船
に
乗
る
ナ
ホ
ト
カ
の
第
三
収
容
所
で
乗
船
名
簿

の
読
み
上
げ
「
シ
ゲ
タ
リ
ョ
ウ
ゾ
ウ
」
「
シ
ゲ
タ
リ
ョ
ウ
ゾ

ウ
」
。
は
っ
と
我
に
返
り
ま
し
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
踏
み
し
め

る
足
も
ガ
タ
ガ
タ
ふ
る
え
、
夢
か
真
実
か
、
昭
和
二
十
四

年
最
後
の
引
揚
船
、
信
洋
丸
の
甲
板
に
立
ち
ま
し
た
。 

 
 

二
十 

引
揚
船
信
洋
丸
の
船
中
に
て 

四
カ
年
の
抑
留
生
活
は
思
想
教
育
も
厳
し
く
、
船
中
二

千
人
の
引
揚
者
の
中
で
思
想
教
育
に
感
化
さ
れ
た
赤
旗
組

と
徹
底
し
た
反
動
組
が
対
立
し
、
船
長
の
制
止
も
聞
か
ず
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船
内
闘
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
は
日
の
丸
組
の
一
人
と

し
て
静
観
し
、
内
地
出
発
以
来
六
年
振
り
故
国
の
土
を
踏

み
ま
し
た
。
ア
カ
ハ
タ
組
は
入
港
後
も
天
皇
島
敵
前
上
陸

だ
と
叫
ん
で
三
日
間
上
陸
を
拒
否
し
ま
し
た
。 

 
 

二
十
一 
引
揚
援
護
局
に
て 

舞
鶴
上
陸
後
、
早
速
長
兄
の
事
が
心
か
ら
離
れ
ず
、
ま

ず
引
揚
援
護
局
の
滋
賀
県
関
係
を
尋
ね
た
結
果
、
南
方
戦

線
の
帰
還
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
将
兵
は

昭
和
二
十
一
年
中
に
終
っ
て
い
る
と
言
う
事
で
、
昭
和
十

九
年
三
月
次
兄
の
戦
死
よ
り
一
年
後
の
二
十
年
三
月
、
長

兄
の
死
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 

二
十
二 

援
護
局
か
ら
故
郷
帰
還
ま
で 

日
の
丸
組
の
私
達
半
数
の
千
人
は
ス
ム
ー
ス
に
帰
還
手

続
を
終
り
、
滞
在
一
週
間
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
七
日

舞
鶴
駅
を
出
発
、
京
都
駅
頭
に
到
着
。
多
勢
の
出
迎
人
の

中
に
ふ
と
眼
に
し
た
の
は
「
歓
迎 

重
田
良
三
君
」
と
書

い
た
一
メ
ー
ト
ル
余
り
の
幟
で
し
た
。
持
っ
て
お
ら
れ
た

の
は
紛
れ
も
な
く
大
谷
吉
一
さ
ん
。
現
役
入
隊
以
来
六
カ

年
、
親
達
と
の
面
会
も
出
来
ず
出
立
し
た
私
が
初
め
て
見

た
故
郷
の
人
。
大
谷
さ
ん
を
見
上
げ
る
眼
は
嬉
し
さ
と
感

激
の
涙
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
大
谷
さ
ん
は
役
場
に
勤
務

し
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
代
表
と
し
て
来
て
頂
い
た
の
で
す
。

大
谷
さ
ん
か
ら
は
長
い
間
の
苦
労
の
ね
ぎ
ら
い
と
、
抑
留

四
カ
年
の
思
想
教
育
に
よ
り
洗
脳
さ
れ
て
い
な
い
か
？
と

警
察
よ
り
の
配
慮
を
聞
か
さ
れ
、
私
は
日
の
丸
組
で
引
き

揚
げ
た
事
を
お
話
し
、
深
川
駅
ま
で
の
車
中
は
よ
も
や
ま

話
の
語
ら
い
で
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

以
上
で
私
の
四
カ
年
の
抑
留
記
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

 
 

一 

入
隊
ま
で 

 

大
正
十
二
年
三
月
三
十
日 

滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
南
町
寺 

庄 

父
甚
五
郎
、
母
志
づ
の
五
男
と
し
て
出
生 

 

最
長
兄
、
姉
は
生
後
間
も
な
く
死
亡
、
兄
二
人
は
戦
死 

 

昭
和
十
二
年
三
月 

寺
庄
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業 

 
昭
和
十
二
年
四
月 

埼
玉
県
秩
父
町 

矢
尾
合
名
会
社

入
社 

 

昭
和
十
八
年
八
月 

徴
兵
検
査
第
一
乙
種
合
格 
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昭
和
十
九
年
一
月 

現
役
入
隊 

 
生
家
は
祖
父
の
代
よ
り
稲
作
の
外
、
茶
園
二
反
余
り
を

栽
培
し
、
一
番
茶
は
茶
摘
子
に
よ
る
手
摘
み
で
、
自
家
の

作
業
場
に
て
、
茶
師
に
よ
り
手
も
み
茶
を
仕
上
げ
、
重
田

園
の
暖
簾
に
よ
り
自
家
販
売
し
て
い
た
。 

 
 

二 

帰
還
後 

 

昭
和
二
十
四
年
十
二
月 

家
業
を
継
ぐ 

 

現
在
は
河
川
改
修
の
敷
地
と
し
て
、
茶
園
の
ほ
と
ん
ど

が
買
収
さ
れ
、
仕
入
茶
の
み
に
て
兼
業
と
し
て
営
業
を
続

け
て
い
る
。 

 

昭
和
二
十
九
年
二
月 

甲
南
町
農
協
に
就
職 

 

昭
和
五
十
五
年
三
月 

定
年
に
よ
り
退
職 

 

昭
和
五
十
七
年
四
月 

甲
南
町
土
地
改
良
課
に
嘱
託
と

し
て
就
職 

 

平
成
四
年
三
月 

退
職 

 
 

公
職
、
名
誉
職 

 

昭
和
四
十
八
年
～
六
十
年 

菩
提
寺
総
代
四
期
十
二
年 

 

昭
和
五
十
二
年
～
六
十
四
年 

甲
南
町
民
生
委
員
四
期

十
二
年 

 

昭
和
六
十
年
九
月
～
平
成
二
年
三
月 

寺
庄
公
民
館
建

築
委
員
副
委
員
長 

 

昭
和
六
十
二
年
四
月
～
六
十
三
年
三
月 

 

大
字
寺
庄
区

長 

 

平
成
四
年
四
月
～
平
成
四
年
三
月 

甲
南
町
選
挙
管
理

委
員 

 

平
成
六
年
六
月
～
平
成
九
年
五
月 

甲
賀
郡
農
協
監
事 

 

平
成
八
年
十
一
月
～
平
成
十
年
十
月 

菩
提
寺
本
堂
建

築
委
員 

 

平
成
十
四
年
四
月
～
平
成
十
六
年
三
月 

甲
南
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事 

 

平
成
十
四
年
四
月
～
平
成
十
七
年
三
月 

甲
南
町
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
理
事 

（
滋
賀
県 

 

林 

憲
一
） 
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強
制
抑
留
回
顧
記 

鳥
取
県 

 

松 

下 

盛 

一 
 
 

 

 

は
じ
め
に 

入
営
し
て
六
十
一
年
、
復
員
し
て
五
十
七
年
余
り
。
お

国
の
為
、
天
皇
陛
下
の
御
為
と
一
途
に
滅
死
奉
公
、
そ
の

果
て
が
天
皇
の
命
に
よ
る
自
ら
の
武
装
解
除
も
。
そ
し
て

拉
致
、
強
制
抑
留
三
年
半
有
余
の
星
霜
光
陰
矢
の
ご
と
し
。

月
日
の
過
ぎ
る
速
さ
た
だ
た
だ
夢
の
ご
と
し
。
戦
友
の
名

も
顔
も
忘
れ
、
過
ぎ
去
り
、
薄
れ
行
く
思
い
出
を
掘
り
起

こ
し
思
い
出
し
な
が
ら
、
強
制
抑
留
体
験
の
真
実
を
回
顧

し
記
し
た
る
も
の
で
す
。 

 

終 

戦 

通
称
関
東
軍
第
五
四
九
部
隊
、
奉
天
第
一
三
九
八
八
部

隊
大
矢
木
中
隊
（
第
二
中
隊
通
信
師
団
）
第
三
班
（
無
線

通
信
）
で
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
六
月
第
一
期
の

検
閲
が
済
み
、
七
月
二
十
日
ご
ろ
、
突
然
転
属
命
令
が
出

て
、
送
別
会
も
そ
こ
そ
こ
に
三
八
騎
兵
銃
を
白
包
帯
で
す

べ
て
巻
き
、
別
れ
を
惜
し
み
七
月
二
十
七
日
早
朝
靄
の
中
、

原
隊
を
後
に
行
軍
で
、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
大

山
巌
元
帥
が
入
城
し
た
奉
天
（
瀋
陽
）
入
城
記
念
碑
を
横

目
で
眺
め
な
が
ら
城
内
に
集
合
。
隊
長
は
桑
原
少
佐
、
電

信
第
五
四
連
隊
と
称
し
、
秘
密
通
信
連
隊
で
、
本
土
防
衛

隊
と
し
て
内
地
篠
山
に
帰
る
も
の
で
、
点
呼
で
有
線
中
隊

と
無
線
中
隊
に
分
け
ら
れ
、
更
に
中
隊
で
点
呼
、
班
別
に

所
属
が
決
め
ら
れ
、
数
日
は
内
務
班
の
整
理
な
ど
比
較
的

の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
る
と
、
現
地
入
隊
で
一
般
民
間

人
の
日
本
人
が
初
年
兵
と
し
て
入
っ
て
来
た
。
臨
戦
徴
兵

で
あ
る
。
時
に
は
一
個
分
隊
八
人
で
、
無
線
訓
練
の
名
目

で
営
兵
舎
外
に
出
て
営
内
と
送
受
信
を
す
る
無
線
の
開
設
。

し
か
し
分
隊
長
の
班
長
は
原
隊
で
有
線
の
班
長
で
無
線
の

事
は
無
知
で
、
開
設
、
撤
収
も
私
が
一
人
で
行
わ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
隣
に
満
人
の
西
瓜
畑
が
有
り
、
公
然
と
無

断
で
全
員
が
食
し
た
り
し
た
が
八
月
に
一
等
兵
に
昇
進
。

そ
し
て
対
ソ
連
の
対
戦
車
壕
掘
り
の
使
役
命
令
が
出
さ
れ

た
が
、
私
は
電
々
公
社
の
ケ
ー
ブ
ル
運
搬
で
そ
の
倉
庫
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
ソ
連
に
対
す
る
恐




